予算要求資料
平成２５年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費　　
	事業名: 美術館展示費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　教育委員会　美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c27213@pref.gifu.lg.jp
	事業費


要求額：46,133千円（前年度予算額：30,778千円）
	要求内容


	１　要求の内容


・岐阜県美術館の収蔵品を展示する所蔵品展示を開催します。

　・国内外の作品による多彩なテーマの企画展を開催します。

（１）所蔵品展示費
①所蔵品展示の運営、管理、保全

（２）企画展開催費

①体感アート＠県美．ｃｏｍ（ケンビドットコム）
　　平成25年1月22日（火）～5月6日（月・祝）　91日間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（うち平成24年度は60日間）
②やなせたかしと『詩とメルヘン』の世界～アンパンマンのふるさと～（仮称）

　　平成25年6月14日（金）～8月4日（日）　45日間

③近代の巨匠から現代の作家まで　クレパス画名作展（仮称）

　　平成25年7月5日（金）～8月25日（日）　45日間

④オディロン・ルドン　夢と自然―幻想のふるさと（仮称）

　　平成25年9月3日（火）～10月27日（日）　48日間

⑤素顔の玉堂展―人間・玉堂と彼を支えた人びと―（仮称）

　　平成25年11月8日（金）～12月8日（日）　27日間
　　
（３）企画展準備費

　平成２６年度以降の企画展の準備、調査。
	２　所要経費


（１）所蔵品展示費　　18,382千円

①所蔵品展示の運営、管理、保全　　18,382千円
（２）企画展開催費　　27,151千円

①体感アート＠県美．ｃｏｍ（ケンビドットコム）1,422千円（H25年度分のみ）

②やなせたかしと『詩とメルヘン』の世界～アンパンマンのふるさと～（仮称）
3,167千円
③近代の巨匠から現代の作家まで　クレパス画名作展（仮称）5,017千円
④オディロン・ルドン　夢と自然―幻想のふるさと（仮称）4,749千円
⑤素顔の玉堂展―人間・玉堂と彼を支えた人びと―（仮称）12,796千円
（３）企画展準備費　　600千円
	決定額の考え方


要求の趣旨に沿って所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	30,778
	0
	0
	4,650
	0
	0
	408
	0
	25,720

	要求額
	46,133
	0
	0
	8,653
	0
	0
	249
	0
	37,231

	決定額
	41,302
	0
	0
	8,653
	0
	0
	249
	0
	32,400


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　・県有文化施設における無料又は安価な料金での催しや､高校生以下の観覧料の無
　料化や企画展･教育普及事業の開催などを通じ、県民が文化芸術に親しむ機会を充
実します。
　・優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、県内の新しい文化の担い手を育成します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	入館者数
	（H  ）
	53,476
（H21）
	56,385
（H22）
	31,902

(H23)※
	65,397
（H25）
	48.8％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



※H23は7/4～10/3再整備工事のため休館　　　　　　　

○指標を設定することができない場合の理由
	　


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）所蔵品展示

①所蔵品展示の運営、管理、保全

· 所蔵品展示室が１室増えたことで、新たな所蔵品展示計画が可能になった。旧所蔵品展示室５室を「展示室1-A～E」、新展示室を「展示室2」、従来の企画展示室を「展示室3」（県民ギャラリーを「展示室4」）と名称変更し、所蔵品展示にも企画展にも自由に使用できるようにした。展示室１と２を自由に組み合わせ、企画展と連動させて、テーマ展示、また、展示室２の広い空間を利用して企画展に相当する所蔵品特別展示を行った。所蔵品展の看板設置、新たな広報やチラシ作製、企画展との関連展示や、企画展を2度訪れた来館者が異なる所蔵品を見られるよう展示替を行なうなど、様々な工夫をこらしたことで、所蔵品展示に対する満足度は高く、大変好評であった。

· 環境調査を含めた作品保存の問題は全国の美術館の課題であり、当館では館内スタッフ及びボランティア・スタッフ(サポーター)にも協力を要請して取り組んでいる。全国に先駆けて平成12年度に導入したIPM(総合的有害生物管理）は、カビや虫による被害が生じる前に作品周辺でのこれら有害生物の発生を阻止しようとするもので、22年度に発足させたサポーターによる「虫パトロール」を年間を通して行っている。多くの目による地道な観察を日常レベルで行なえるこのシステムは、全国的にも注目されており、継続して取り組んでいる。

　　②所蔵品特集展示

　　　・所蔵品展示室２の増築にともない、そのお披露目と、これまでに収集した作品を3部門に分けて「三幕の物語」として紹介

　　　　「リニューアル・オープン記念　初公開作品を含む県美コレクションの精髄による　三幕の物語」展

　　　　第一幕：メセナが育む未来への遺産、第二幕：郷土作家逍遥
※以上は平成23年度開催。
　　　　第三幕：ルドン氏が見た夢　　4月5日(木)～5月13日(日)
　　　　　入場者数　3,381人
（２）企画展の開催

①開館30周年記念　象徴派展

　　　　平成24年7月13日（金）～8月26日（日）39日間　入場者数　12,260人

②開館30周年記念　岐阜県美術館の歴史　30年の歩み展

　　平成24年11月2日（金）～12月24日（月）　46日間

③体感アート＠県美．ｃｏｍ（ケンビドットコム）
　　平成25年1月22日（火）～5月6日（月・祝）　91日間

(平成24年度は60日間）

（３）企画展準備費

　平成25度以降の企画展の準備、調査。

・平成25年度に開催する企画展である、やなせたかし展、クレパス展、ルドン展、素顔の玉堂展の準備を行なった。




（平成24年度の成果）

	（１）所蔵品展示

①所蔵品展示の運営、管理、保全

· 展示室１の5室をフレキシブルに組合せて、5～8月には企画展の象徴派展に併せて「世紀末ヨーロッパの余韻」、8月～12月まではｼｬｶﾞｰﾙ展（ふるさと再生基金により開催）に併せてｴｺｰﾙ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾘ展を、また清流国体に併せて「水のある風景」を9月～1月まで開催。とりわけｼｬｶﾞｰﾙ展と連動して開催したｴｺｰﾙ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾘ展では、当館の西洋絵画の名品が並び、大変好評を博した。

· 展示室２の広々とした空間を活かし、「荒川修作＆」(5/17-7/1)、「映るイメージ」(7/5-10/14)、「増殖するアート」(10/18-H25.1/14)といった企画展に相当する特別展示を行い、来館者に新展示室をアピール、岐阜県美術館の新しい顔となった。

　　②拡大所蔵品展

· 昨年度から引き続きリニューアルオープン記念展としての「三幕の物語」展の第三幕として「ルドン氏が見た夢」を開催。昨年度国内3か所を巡回した「ルドン展」にさらに当館の所蔵品を加えて展示。中身の濃い「ルドン展」が所蔵品展示の価格で見られるとあって、県外からも多くのファンが訪れた。
（２）企画展
・ 開館30周年記念展として「象徴派」展、「ﾏﾙｸ･ｼｬｶﾞｰﾙ」展（ふるさと再生基金により開催）、「岐阜県美術館の歴史 30年の歩み」展を開催。象徴派展は30年来収集してきた当館の西洋絵画を系統立てて紹介する意義深い展示であり、その後新潟県立近代美術館、姫路市立美術館を巡回させた。ﾏﾙｸ･ｼｬｶﾞｰﾙ展は、ふるさと再生基金を利用しての県民希望の展覧会であり、入場者数が4万人を超え、大成功を収めた。30年の歩み展では、過去30年の当館の歩みをポスターと名品で辿り、岐阜県美術館ファンにとっては思い出深い展示となった。

・「体感アート＠県美.com」展は、借用作品と所蔵品の双方を柱に、また教育普及を主眼においた展覧会であり、体感することをテーマに考えた実験的展覧会である。

（３）企画展準備

· 平成25年度開催予定の4本の企画展の開催準備を行った。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	美術館は県民のニーズに答えて美術品を展示し鑑賞の場を提供するところである。郷土ゆかりの美術家から国内外の著名な作家まで様々な視点から展覧会を行い、広く県民の要望に答えている。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	「三幕の物語」展ではリニューアル・オープンを記念して当館の所蔵品を三分野に分け広く紹介。「象徴派」展では所蔵品を体系的に研究紹介、「シャガール」展では県民の切望する著名な画家を名品で紹介。「30年の歩み展」では、30年を視覚的に回顧することができた。バランスのとれた総合的な企画展は、県内外のニーズに答えたもので高い評価を得た。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	予算内で年間およそ4本の企画展と12回の展示替による所蔵品展示を行う。幅広い分野をバランスよく取り上げるとともに、広報により多くの来館者を得ることで展覧会収入を上げ、経費の配分を十分に考慮して企画展を開催している。


（今後の課題）
	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
展示費の予算が削減されて以来、開催できる展覧会の規模を縮小せざるを得なり、全国的規模の巡回展等を開催することが困難になっている。来館者増を図るためには広報、宣伝にかける経費の増加もまた求められている。展示費の全体枠の拡大が必要である。（H24年度はふるさと再生基金により実質的に展示費の増加がなされた。）


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
県民の幅広いニーズに答えるべく、より良い作品の収集、調査、展示を行う。平成25年度はフランスボルドーの所蔵品に当館のコレクションを活用した「ルドン展」、多くの県民に愛されるアンパンマンの作者「やなせたかしと『詩とメルヘン』の世界」展、教育普及的な視点も加えた「クレパス」展、郷土の誇る日本画家川合玉堂を研究、紹介する「素顔の玉堂」展を開催。所蔵品展示室では、新展示室を使って新しいテーマによる展示を行うことで所蔵品の一層の活用をめざし、来館者に新鮮な印象と十分な満足を与える。


